
島
津
豊
久
家
臣
連
署
書
状
に
つ
い
て 

宮 

下 
 

愛 
 

  

 

は
じ
め
に 

 

筆
者
は
、
文
禄
・
慶
長
の
役
（
天
正
二
十
（
一
五
九
二
）
年
～
慶
長
三
（
一
五
九
八
）
年
）

で
活
躍
し
た
島
津
豊
久
（
初
名
は
忠
豊
。
通
称
又
七
郎
。
関
ヶ
原
の
戦
い
で
戦
死
。
以
下
「
豊

久
」）
に
関
す
る
動
向
等
を
調
査
・
研
究
し
て
い
る
。
今
回
、
稲
荷
神
社
の
総
本
山
伏
見
稲
荷

大
社
（
以
下
、「
稲
荷
大
社
」）
の
宮
司
家
で
あ
る
大
西
家
に
相
伝
し
た
大
西
文
書
に
「
島
津

豊
久
家
臣
連
署
状
」
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
考
察
し
、
私
見
を

述
べ
て
み
た
い
。 

 

一 

連
署
状
の
内
容 

 

今
回
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
所
蔵
し
て
い
る
影
写
本
か
ら
翻
刻
を
試
み
た
。 

 
 

以
上 

態
用
使
札
候
、
仍
嶋
津
又
七
郎
、
高
麗
へ
在
陣
候
之
間
、
為
武
運
長
久
之
祈
念
、
銀
子

十
二
匁
留
主
居
へ
令
自
前
奉
寄
進
候
、
於
神
前
御
祈
念
、
別
而
可
被
添
御
心
之
儀
所
仰

候
、
猶
委
旨
此
使
へ
申
含
候
間
、
不
能
重
筆
候
、
恐
惶
謹
言 

徳
田
大
助 

八
月
廿
四
日  

豊
盛
（
花
押
） 

三
原
仲
右
衛
門
尉 

重□

（
花
押
） 

稲
荷 

大
宮
殿 

 
 
 

人
々
御
中 

内
容
は
、
豊
久
が
朝
鮮
（
高
麗
）
に
在
陣
し
て
い
る
間
、
豊
久
の
武
運
長
久
を
留
主
居
に

自
前
で
銀
子
十
二
匁
寄
進
さ
せ
る
の
で
殊
更
念
入
り
に
祈
念
し
て
ほ
し
い
と
、
使
者
を
用
い

て
、
徳
田
大
助
・
三
原
仲
右
衛
門
尉
両
名
が
連
署
で
稲
荷
大
宮
宛
に
依
頼
し
て
い
る
。 

本
書
状
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
日
本
古
文
書
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ

に
よ
る
と
文
禄
元
（
一
五
九
二
）
年
の
も
の
で
あ
る
と
比
定
さ
れ
て
い
る
。
文
禄
・
慶
長
の

役
に
従
軍
し
た
新
納
忠
増
（
新
納
忠
元
の
次
男
。
以
下
「
忠
増
」）
の
日
記
『
忠
増
渡
海
日
記
』

に
よ
る
と
、
忠
増
が
天
正
二
十
年
七
月
十
三
日
に
島
津
義
弘
・
久
保
父
子
を
訪
ね
た
と
こ
ろ

「
五
日
路
跡
の
城
よ
り
、
片
桐
殿
・
藤
懸
殿
・
又
七
殿
・
伊
藤
殿
御
同
心
を
以
て
、
別
國
御

を
さ
め
な
さ
れ
へ
き
た
め
、
よ
こ
道
御
と
を
り
の
よ
し
被
仰
遣
候
間
」
と
豊
久
が
朝
鮮
で
任

務
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
連
署
に
あ
る
徳
田
大
助
（
近
江
国
浦
生
下
郡

生
ま
れ
。
島
津
中
書
家
久
に
仕
え
、
後
島
津
久
信
の
家
臣
。
以
下
、「
徳
田
」）
も
「
垂
水
諸

家
畧
系
譜
」
に
「
文
禄
元
年
、
従
二

中
書
忠
豊
公
一

、
到
二

朝
鮮
一

」
と
あ
る
の
で
、
本
書
状
が

送
ら
れ
た
時
期
に
は
、
朝
鮮
に
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、（
表
１
）
で
は
、
祈
念
対
象

が
渡
海
中
で
あ
っ
て
も
神
仏
へ
祈
願
し
て
い
る
の
で
、
差
出
さ
れ
た
年
代
に
つ
い
て
は
一
考

の
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。 

拙
稿
で
も
記
し
た
が
、
徳
田
は
豊
久
が
檀
主
で
あ
る
棟
札
五
枚
の
内
、
三
枚
に
代
官
や
地

頭
と
し
て
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
要
職
に
就
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
人
物
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
諸
家
系
図
」
や
「
本
藩
人
物
誌
」
な
ど
に
名
前
は
記
載
さ
れ
て
い
な 

い
。 三

原
仲
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、「
樺
山
紹
釼
自
記
」
に
豊
久
の
戦
死
後
、
稲
津
掃
部
が
攻
め

て
く
る
直
前
の
佐
土
原
で
「
高
崎
越
前
守
・
三
原
仲
右
衞
門
出
合
」
と
あ
る
。
こ
の
人
物
が

（
１
） 

（
２
） 

（
４
） 

（
５
） 

（
６
） 

（
３
） 
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該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
そ
の
素
性
は
不
明
で
あ
る
。 

ま
た
は
、
こ
の
人
物
を
徳
田
と
同
じ
く
豊
久
が
檀
主
で
あ
る
棟
札
に
名
前
が
記
載
さ
れ
て

い
る
三
原
重
正
（
島
津
中
書
家
久
家
老
。
幼
字
喜
三
郎 

稱
九
兵
衛
、
後
改
飛
騨
守
、
号
は

一
宅
）
や
、
重
正
の
息
子
九
兵
衛
（
豊
久
家
臣
。
庄
内
山
田
城
に
て
戦
死
）・
藤
七
（
豊
久
家

臣
。
関
ヶ
原
で
戦
死
）・
仲
左
ェ
門
（
重
長
二
子
死
後
の
養
子
、
川
崎
内
膳
良
光
嫡
子
）
を
輩

出
し
た
三
原
家
ら
の
一
員
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
が
、
後
世
に
書
状
や
花
押
が
残
っ
て
い

な
い
た
め
判
然
と
し
な
い
。 

ま
た
、
文
禄
・
慶
長
の
役
の
安
全
祈
願
等
の
対
価
と
し
て
神
社
仏
閣
に
寄
進
し
た
も
の
を

（
表
１
）
で
比
べ
る
と
、
城
主
の
無
事
を
願
う
祈
願
料
と
し
て
銀
子
十
二
匁
は
些
か
少
な
く

思
え
る
。さ
ら
に
、留
主
居
に
自
前
で
用
意
さ
せ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
ま
り
例
を
見
な
い
。 

願
意
に
つ
い
て
も
、（
表
１
）
で
比
較
す
る
と
、「
武
運
長
久
」
の
み
と
簡
素
で
あ
る
。 

そ
も
そ
も
こ
の
行
為
は
、
二
人
の
独
断
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
島
津
家
と
密
接
な
関

係
を
持
つ
稲
荷
神
を
祀
る
稲
荷
大
宮
宛
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
人
で
あ
る
豊
久
の
関
与
な
し

で
送
っ
た
と
は
考
え
難
い
。 

 

二 

豊
久
の
志
向
に
つ
い
て 

 

「
本
藩
人
物
誌
」
に
庄
内
の
乱
の
最
中
で
あ
る
慶
長
五
年
三
月
朔
日
の
こ
と
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
略
伝
が
あ
る
。 

豊
久
、
図
書
頭
忠
長
ノ
御
陣
江
御
見
廻
ト
シ
テ
御
出
候
処
、
高
城
粮
尽
候
テ
、
妻
子
ヲ

列
皆
々
都
城
江
退
候
ヲ
見
テ
、
豊
久
家
士
ニ
下
知
シ
テ
、
彼
敵
ヲ
打
取
レ
ト
被
仰
候
、

或
云
、
今
日
ハ
崩
日
也
、
豊
久
云
、
崩
日
卜
如
何
、
答
云
、
合
戦
ニ
不
利
悪
日
也
卜
申
、

豊
久
云
、
ク
エ
日
ナ
ラ
ハ
懸
テ
敵
ヲ
ク
ヤ
セ
ト
申
サ
ル
、
家
士
等
駈
付
テ
参
候
得
共
少

遅
ク
候
、
故
少
々
打
留
候 

こ
の
逸
話
に
あ
る
「
崩
日
」
と
は
、
字
は
違
う
が
、「
凶
会
日
」
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
凶
会
日
（
く
ゑ
に
ち
）
と
は
、
暦
の
上
で
最
凶
と
す
る
日
を
い
う
。
何
を
や
る
に
も
悪

い
日
で
あ
り
、
合
戦
に
お
い
て
信
心
深
い
島
津
家
で
は
、
そ
の
よ
う
な
悪
日
を
避
け
そ
う
な

も
の
で
あ
る
が
、
豊
久
は
「
ク
エ
日
ナ
ラ
ハ
懸
テ
敵
ヲ
ク
ヤ
（
崩
）
セ
」
と
悪
日
だ
か
ら
と

尻
込
み
す
る
家
士
た
ち
に
機
転
を
利
か
せ
た
言
葉
で
発
破
を
掛
け
下
知
を
出
し
、
結
果
、
高

城
を
落
城
さ
せ
成
果
を
あ
げ
た
。
こ
の
略
伝
か
ら
、
豊
久
は
神
仏
を
軽
ん
じ
て
い
る
わ
け
で

（
７
） 

（
８
） 

（
９
） 

表１ 神社仏閣願意等一覧 

ク
エ 
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は
な
い
が
、
因
習
を
打
破
で
き
る
臨
機
応
変
で
合
理
的
な
思
考
を
持
ち
合
わ
せ
た
人
物
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。 

 

三 

稲
荷
神
と
島
津
家
に
つ
い
て 

 

島
津
家
で
は
、
初
代
島
津
忠
久
が
摂
津
国
住
吉
神
社
で
誕
生
の
際
、
神
助
を
得
た
こ
と
に

よ
り
、
以
後
古
く
か
ら
稲
荷
神
を
守
護
神
と
し
て
崇
め
て
き
た
。 

（
表
２
）
に
あ
る
よ
う
に
、
重
大
な
転
機
と
な
る
戦
で
は
稲
荷
神
の
使
い
と
さ
れ
る
狐
や

狐
火
に
由
来
す
る
数
々
の
奇
瑞
譚
が
存
在
し
、
島
津
家
を
勝
利
に
導
い
て
き
た
と
い
う
。
さ

ら
に
、
島
津
貴
久
（
島
津
忠
良
嫡
子
。
修
理
大
夫
・
陸
奥
守
）
の
時
代
に
な
る
と
、
島
津
勝

久
（
初
名
忠
兼
、
後
義
忠
。
通
称
又
八
郎
）
の
悔
返
に
よ
る
家
督
継
承
を
め
ぐ
る
問
題
で
窮

地
に
立
っ
た
時
に
、
貴
久
は
狐
神
が
宿
る
方
角
を
示
す
兵
術
書
を
作
成
し
、
稲
荷
神
を
軍
神

と
し
て
全
面
に
打
ち
出
す
こ
と
で
、
自
身
の
当
主
と
し
て
の
正
当
性
を
家
臣
た
ち
に
誇
示
し

た
。 そ

の
た
め
、
島
津
家
に
と
っ
て
、
稲
荷
神
は
守
護
神
で
あ
り
、
軍
神
で
あ
り
、
特
別
に
信

仰
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
島
津
家
一
門
で
あ
る
豊
久
の
武
運
長
久
を
稲
荷
大
宮
に
願
う
こ
と

は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。 

関
ヶ
原
の
戦
い
の
際
、
島
津
義
弘
が
近
く
の
稲
荷
社
の
御
神
体
を
強
引
に
奪
い
背
中
に
結

わ
え
、
そ
の
社
を
粉
砕
し
、
一
身
に
稲
荷
大
明
神
が
乗
り
移
っ
た
と
兵
士
に
告
げ
た
と
の
古

事
か
ら
、
桐
野
利
秋
は
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
で
そ
の
武
勇
に
あ
や
か
ら
ん
と
稲
荷
大
社
の
御

神
体
と
神
宝
類
を
盗
み
、
そ
の
御
神
体
を
守
護
神
と
し
て
背
中
に
十
字
に
結
わ
え
戦
っ
た
と

さ
れ
る
。
そ
の
信
仰
は
幕
末
ま
で
島
津
家
家
臣
た
ち
に
も
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を
窺
い
知
る

こ
と
が
出
来
る
。 

 

四 

文
禄
・
慶
長
の
役
と
豊
久 

 

文
禄
の
役
が
始
ま

っ
た
天
正
二
十
年
、

豊
久
の
一
団
は
騎
兵

三
十
、
雑
兵
五
百
と

小
規
模
な
も
の
だ
っ

た
。
さ
ら
に
渡
海
の

費
用
や
食
料
を
調
達

す
る
た
め
、
財
政
困

難
を
極
め
た
不
安
定

な
状
況
の
ま
ま
朝
鮮

に
渡
海
を
開
始
し
た
。

こ
の
過
酷
な
状
況
の

前
後
に
本
書
状
に
あ

る
銀
子
十
二
匁
は
、

捻
出
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。 

五
月
に
は
春
川
城

で
、
肱
岡
勘
五
郎
の

外
六
人
の
家
臣
が
戦

死
し
、
六
月
、
梅
北
一

揆
が
勃
発
し
、
七
月

十
八
日
、
島
津
歳
久
（
通
称
金
吾
、
号
は
晴
蓑
）
が
梅
北
一
揆
に
連
座
す
る
形
で
自
刃
さ
せ

ら
れ
た
。 

さ
ら
に
細
川
幽
斎
の
仕
置
き
に
よ
る
検
地
が
あ
り
、
島
津
家
全
体
が
混
乱
と
危
機
に
陥
っ

て
い
た
。 

し
か
し
、
豊
久
は
同
年
十
月
、
江
原
道
春
川
城
に
て
敵
六
万
人
の
襲
来
を
受
け
な
が
ら
首

（
12
） 

（
13
） 

表２ 島津家と稲荷神が関係する事項 

 

（
11
） 

（
10
） 
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級
七
十
の
武
勲
を
立
て
る
。 

 
文
禄
二
年
六
月
に
晋
州
城
に
お
い
て
も
、
城
に
一
番
乗
り
を
果
た
し
千
五
百
も
の
敵
を
斬

首
し
、
慶
長
二
年
七
月
の
漆
川
梁
海
戦
で
は
、
自
ら
敵
船
に
飛
び
乗
り
、
そ
の
船
を
奪
い
取

る
武
功
を
あ
げ
、
秀
吉
か
ら
感
状
を
も
ら
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
慶
長
三
年
正
月
の
蔚
山
城
に
援
軍
と
し
て
加
勢
し
た
際
に
も
左
耳
下
に
傷
を
負
っ

た
が
、
加
藤
清
正
・
浅
野
幸
長
か
ら
感
状
を
も
ら
う
活
躍
を
し
て
い
る
。 

朝
鮮
か
ら
の
撤
退
の
際
に
は
、
釜
山
に
敵
千
人
が
押
し
寄
せ
て
き
た
が
、
か
ろ
う
じ
て
島

津
義
弘
・
忠
恒
た
ち
と
出
港
し
て
い
る
。 

豊
久
は
危
険
な
状
況
が
幾
度
か
あ
っ
て
も
朝
鮮
か
ら
無
事
に
帰
還
し
た
。 

 

お
わ
り
に 

 

今
回
、
豊
久
家
臣
の
連
署
状
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
稲
荷
大
宮
と
の
繋
が
り
、
豊

久
家
臣
た
ち
の
動
向
が
わ
ず
か
だ
が
垣
間
見
え
た
。
豊
久
に
関
す
る
文
書
は
、
現
存
し
て
い

る
も
の
は
少
な
く
、
焼
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
る
の
で
、
今
回
の
よ
う
な
豊
久
家
臣

の
書
状
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
僥
倖
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
島
津
家
関
連
の
文
書
以

外
に
も
豊
久
関
連
の
文
書
が
各
地
に
あ
る
と
思
わ
れ
、
今
後
も
調
査
し
て
い
き
た
い
。 

な
お
、「
島
津
豊
久
家
臣
連
署
書
状
」
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
当
館
調
査
史
料
室
長
の
栗

林
文
夫
氏
、
学
芸
専
門
員
の
崎
山
健
文
氏
に
御
助
言
い
た
だ
い
た
。 

ま
た
、
稲
荷
大
社
関
連
資
料
の
収
集
に
あ
た
り
、
伏
見
稲
荷
大
社
宣
揚
部
に
多
大
な
る
御

支
援
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。 

 

注 

 

（ 
 

）
大
西
文
書
は
、『
朱
』
第
一
二
号
（
伏
見
稲
荷
大
社
、
一
九
七
一
年
）
に
よ
る
と
稲
荷

神
社
旧
社
家
大
西
家(

始
め
西
大
路
、
後
大
西
を
称
し
、
東
大
西
の
分
派
後
西
大
西
を
称

う
。『
伏
見
稲
荷
大
社
年
表
』
伏
見
稲
荷
大
社
御
鎮
座
一
千
二
百
五
十
年
大
祭
奉
祝
記
念

奉
賛
会
、
一
九
六
二
年)

伝
来
の
文
書
で
あ
り
、
十
四
点
か
ら
な
る
（
表
３
）。
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
が
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
影
写
し
て
い
る
。
稲
荷
大
社
が
史
料
編

纂
の
た
め
、
昭
和
初
期
以
降
か
ら
旧
社
家
の
文
書
の
調
査
と
収
集
を
始
め
て
お
り
、
そ

れ
が
機
縁
と
な
っ
て
奉
納
さ
れ
た
収
蔵
文
書
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
（『
国
史
大
辞
典
』
第
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
）。
ま
た
、
書

状
が
送
ら
れ
た
年
代
や
宛
所
か
ら
推
測
す
る
と
大
西
継
長
（
惣
官
社
務
下
社
神
主
従
四

下
、
左
衛
門
佐
、
相
模
介
、
慶
長
十
九
年
十
月
廿
六
日
卒
）
が
こ
れ
ら
の
文
書
に
関
係

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

（ 
 

）【
底
本
】
影
写
本 

大
西
文
書(

３
２
６
２
０
０
４
８) 

３
０
７
１
．
６
２-

２
４
７ 

-

１ 

（ 
 

）「
忠
増
渡
海
日
記
」（『
鹿
児
島
県
史
料 

旧
記
雑
録
後
編
二
』
鹿
児
島
県
、
一
九
八
二

年
）
九
一
四 

（ 
 

）『
垂
水
市
史
料
集
』
十
四
（
垂
水
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
記
載
が
あ
る 

徳
田
の
経
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

藤
原
姓 

初
代 

豊
盛 

大
助 

一 

生
國
、
江
州
蒲
生
下
之
郡
也
、
事
二

織
田

信
長
公
一

、
與
木
村
三
郎
兵
衛
、
人
下
二

西
國
一

、
見･･

之
風
俗
一

、
天
正
九
年
三

月
廿
一
日
發
二

江
州
一

着
二

佐
土
原
一

、
仕
二

中
書
家
久
公
一

、
同
十
年
六
月･･

信
長

公･･ 

一 

文
禄
元
年
従
二

中
書
忠
豊
公
一

到
二

朝 

鮮
一

、
其
後
慶
長
五
年
携
二

男
右
衛
門
佐
一

來
二

於
冨
隈
城
一

、
見
二

於
竜
伯
公
一

、
其
後
仕
二

相
模
守
久
信
公
一

、

賜
二

知
行
二
百
石
一

、
大
助
豊
盛
百
石
、
右
ェ
門
佐
豊
昌
百
石
、
所
賜
父
子
二
百

石
也
傳
誤
乎
、 

一 

寛
永
十
三
年
十
二
月
十
一
日
死
、 

（ 

）
拙
稿
「
檀
主
島
津
豊
久
の
棟
札
に
つ
い
て
」（『
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
』
第
三
三
集
、

鹿
児
島
県
歴
史
・
美
術
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
、
二
〇
二
一
年
） 

（ 
 

）「
樺
山
紹
釼
自
記
」（『
鹿
児
島
県
史
料 

旧
記
雑
録
後
編
三
』
鹿
児
島
県
、
一
九
八
三

年
）
一
三
九
五 

１ 

（
14
） 

（
15
） 

（
16
） 

（
17
） 

（
18
） 

２ ６ ３ ４ ５ 

（
19
） 
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表
３ 

大
西
文
書
一
覧 

 

（ 
 

）「
諸
家
系
図 

巻
之
四
」（『
鹿
児
島
県
史
料 

旧
記
雑
録
拾
遺 

伊
地
知
季
安
著
作
史

料
集
三
』
鹿
児
島
県
、
二
〇
〇
一
年
）。
ま
た
、『
大
日
本
古
記
録 

上
井
覚
兼
日
記
上
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
五
四
年
）
天
正
二
年
閏
十
一
月
九
日
に
「
勝
蓮
寺
・
三
原
仲
左
衛

門
尉
」
と
人
物
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。 

（ 
 

）
北
島
万
次
『
豊
臣
秀
吉
朝
鮮
侵
略
関
係
資
料
集
成 

第
一
巻
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
七

年
）
八
七
五
頁
の
補
注
に
「
当
時
の
銀
子
（
銀
大
判
）
一
枚
＝
四
三
匁
」
と
相
場
が
記

し
て
あ
る
。 

（ 
 

）『
広
辞
苑
』
第
五
版
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
） 

 

（ 

）
永
松
敦
『
狩
猟
民
俗
と
修
験
道
』（
白
水
社
、
一
九
九
三
年
）・
永
松
敦
「
島
津
貴
久 

の
宗
教
政
策
―
修
験
道
を
中
心
と
し
て
―
」（『
九
州
史
学
』
第
一
〇
六
号
、
九
州
史
学 

研
究
会
、
一
九
九
三
年
） 

（ 

）
木
村
幸
比
古
『
新
選
組
と
沖
田
総
司
「
誠
」
と
は
剣
を
極
め
る
こ
と
な
り
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ

研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
）
二
〇
六
～
二
〇
七
頁
・
鹿
児
島
新
聞
（
大
正
五
年
九
月
二
十

六
日
） 

（ 
 

）『
鹿
児
島
県
史
料
集 

十
三 

本
藩
人
物
誌
』（
鹿
児
島
県
史
料
刊
行
委
員
会
、
一
九

七
一
年
） 

（ 
 

）「
盛
香
集
」（『
鹿
児
島
県
史
料 

旧
記
雑
録
後
編
二
』
鹿
児
島
県
、
一
九
八
二
年
）
八

七
三 

（ 
 

）「
征
韓
偉
略
」（『
鹿
児
島
県
史
料 

旧
記
雑
録
後
編
二
』
鹿
児
島
県
、
一
九
八
二
年
）

九
七
四 

（ 
 

）『
鹿
児
島
県
史
料
集 

四
九 

西
藩
烈
士
干
城
録 (

一)

』（
鹿
児
島
県
史
料
刊
行
委
員

会
、
二
〇
一
〇
年
） 

（ 
 
 
 
 
 
 

）
前
掲
注
12 

（ 
 

）「
本
城
家
々
譜
」（『
伊
佐
市
郷
土
史
誌
資
料
集
一
』
伊
佐
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
五

年
） 

 

表
１
～
３
は
以
下
の
資
料
に
基
づ
い
て
筆
者
が
作
成
し
た
。 

(

表
１) 

『
鹿
児
島
県
史
料 

旧
記
雑
録
後
編
二
・
三
』（
鹿
児
島
県
、
一
九
八
二
・
八
三
年
） 

(

表
２) 

『
鹿
児
島
県
史
料 

旧
記
雑
録
後
編
二
・
三
』（
鹿
児
島
県
、
一
九
八
二
・
八
三
年
） 

 
 

 

『
鹿
児
島
県
史
料
集 

三
一
・
三
二 

本
藩
地
理
拾
遺
集
上
・
下
』（
鹿
児
島
県
史

料
刊
行
委
員
会
、
一
九
九
一
・
九
二
年
） 

（
表
３
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
日
本
古
文
書
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ 

  

（
み
や
し
た 

あ
い 

学
芸
課
資
料
調
査
編
集
員
）  

12 ７ ８ ９ 10 11 13 14 15 16
～
18 

 

19 
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